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　三原市中央公民館
　三原市円一町２丁目３番１号
　
　講座の申込先　中央公民館生涯学習課
　ＴＥＬ　０８４８－６４－２１３７

　　パンで作るクリスマス
（ウェルカムボードとパンケーキ）

 
日程　　11月25日(月）
場所　　調理室(3F）
時間　　10：00～13：00
定員　　24人
対象　　大人
参加費　　1,300円
締切り　　11月20日（水）

　 新しい風・生涯学習

　　脳いきいき体験講座
　　（りんごの観察工作）
日程　　11月18日（月）
場所　　美術工芸室（３F）
時間　　13：30～15：30
定員　　20人
対象　　大人
参加費　800円
締切り　11月15日（金）

    はじめてのそば打ち
 
日程　　11月22日(金）
場所　　調理室（３F）
時間　　10：00～13：00
定員　　16人
対象　　大人
参加費　1,100円
締切り　11月20日（水）
　

　　　　　　　　　　１２月の体験講座紹介
①ゆずでジャム作り
②正月料理
③クリスマスケーキ作り
④体幹きたえて元気な体づくり
⑤フラワーアレンジメントでしめ縄作り
　

 前日の台風も運よく去り、少々肌寒い朝を迎えましたが　生涯学習フェスティバルを盛大に開幕しました。今年のキャッチフレー
ズは、“学ぶ心にわくわく人生”が公募の中から最優秀賞に選ばれました。毎日ワクワクと弾んだ心で学んでおられる様子が目に
浮かぶようです。おめでとうございます。
　さて今年も多種多様なイベントが盛りだくさん開催されましたので、その様子を一部ですが紹介します。きっと次回の生涯学習
フェステバルに行ってみたいと思うこと間違いありません。恒例になっている短歌大会も多くの皆様にご応募頂きました。優秀な
作品の表彰式も無事終了いたしました。皆様のご協力心より感謝いたします。選者の先生方の講評は、とても素晴らしく参考にな
りました。次回も多くの皆様の短歌大会への応募期待しています。ありがとうございました。

　　フラワーアレンジメントで
　　　　　　しめ縄作り
　
　日程　　 12月2日（月）
  場所　　　美術工芸室（3F）
  時間　　　13：30～15：30
  定員　　　20人
　対象　　　大人
  参加費　　1,500円
  締切り　　11月20日（水）

　　　　ゆずでジャム作り
　
　日程　　 12月4日（水）
  場所　　　調理室（３F）
  時間　　　10：00～13：00
  定員　　　20人
　対象　　　大人
  参加費　　600円
  締切り　　11月25日（月）

　　　　ヘルシーで
　　満足感たっぷり料理
　
日程　　　11月29日（金）
場所　　　大講堂（1F）
時間　　　10：00～13：00
定員　　　20人
対象　　　大人
参加費　　600円
締切り　　11月22日（金）

　 体幹きたえて元気な体づくり

　日程　　　12月6日（金）
  場所　　　調理室（３F）
  時間　　　10：00～12：00
  定員　　　30人
　対象　　　大人
  参加費　　100円
  締切り　　11月29日（金）

　　短歌大会表彰式 　　短歌優秀作品展示 　　放課後子ども教室 リージョンプラザ野外広場
場

ふわふわだるまミハラッキー 　よさこいチーム　刻－と 　老人大学学習成果展示如水館チアリーディングクラブ

マナビー
です・・！



   

「
海
・山
・空
」 

夢
ひ
ら
く
ま
ち 

   

沼
田
川
の
交
通
と
物
流 

「
沼
田
川
で
カ
ン
コ
チ
ョ
（
方
言
、
生
活
語

で
メ
ダ
カ
の
こ
と
）
が
き
い
た
。
上
り
下
り
の

船
頭
が
米
や
石
灰
つ
ん
だ
ゲ
ナ
・
・
・
」
こ
れ
は

本
郷
の
民
謡
「
ゲ
ナ
ゲ
ナ
節
」
の
一
節
で
す
。

今
の
風
景
か
ら
は
ま
っ
た
く
想
像
も
つ
き
ま

せ
ん
が
、
歴
史
的
に
沼
田
川
は
、
交
通
と
物

流
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
か

ら
歌
が
生
ま
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

本
郷
町
船
木
あ
た
り
ま
で
舟
運
が
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

       

沼
田
川 

沼
田
地
方 

沼
田
荘 

沼
田
の
地
名
は
こ
の
地
域
は
古
く
か
ら

「
ぬ
ま
田
」
が
多
か
っ
た
の
で
沼
田
（
渟
田
・
奴

田
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
沼
田
川
も
沼
地
に
流
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
沼
田
川
と
呼
ば
れ
、
沼
田
荘
は
沼

田
氏
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
荘
園
で
す
。  

 
 

本 

郷 

【ほ
ん
ご
う
】  

本
郷
の
地
名 

全
国
に
１
９
３
ヶ
所 

本
郷
の
地
名
は
地
域
の
中
心
を
示
し
、
全
国

に
多
く
あ
り
ま
す
。
特
に
東
京
大
学
の
あ
る
本

郷
は
多
く
の
人
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
原
市

の
本
郷
は
、
沼
田
荘
の
内
部
の
郷
で
沼
田
本
郷

ま
た
は
本
郷
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
歴

史
的
に
も
政
治
的
・
経
済
的
・
交
通
上
の
要
衝

地

と
し
て
往

時

か
ら

人
々
が
集
ま
っ
て
街
が

作
ら
れ
て
き
ま
し
た

 。

         原
始
・
古
代
・
中
世
の
本
郷 

 

沼
田
川
沿
い
に
開
け
た
本
郷
町
内
に
は
、
古

墳
・
弥
生
時
代
の
遺
跡
が
多
い
。
特
に
県
内
最

大
の
横
穴
式
石
室
を
築
く
梅
木
平
古
墳
〔
県
指

定
〕
を
は
じ
め
御
年
代
古
墳
〔
国
指
定
〕
、
貞
丸

１
・
２
号
古
墳
〔
県
指
定
〕
な
ど
、
多
く
の
古
墳

が
密
集
し
て
い
ま
す
。
白
鳳
時
代
創
建
の
横
見

廃
寺
跡
〔
国
史
跡
〕
も
あ
り
ま
す
。
中
世
の
小

早
川
氏
城
跡
（
新
高
山
城
・
高
山
城(

国
史
跡)

）

さ
ら
に
古
寺
（
楽
音
寺
・
東
禅
寺
・
永
福
禅

寺
・
・
・
）
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
寺
に
は
貴
重

な
文
化
遺
産
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

          
 

中 

世 

三
原
は
室
町
時
代
頃
か
ら
本
格
的
な
発
展

を
し
始
め
、
高
坂
の
地
に
佛
通
寺
が
建
て
ら
れ
、

沼
田
の
海
岸
に
は
沼
田
の
市
（
本
市
・
新
市
）
が

栄
え
て
き
た
の
も
こ
の
時
代
で
す
。
ま
た
、
こ
の

頃
三
原
で
は
、
農
業
以
外
に
刀
剣
の
製
造
が
盛

ん
に
な
り
「三
原
刀
」
が
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

小
早
川
隆
景
（
１
５
３
３
～
１
５
９
７
）
は
、
本

郷
新
高
山
城
を
本
拠
と
し
な
が
ら
永
禄
十
年

（
１
５
６
７
）
か
ら
三
原
城
の
築
城
に
着
手
し
、

天
正
十
年
（
１
５
８
２
）
ご
ろ
に
は
寺
院
を
三
原

の
地
に
移
し
て
お
り
、
そ
の
周
辺
に
多
く
の

人
々
が
住
む
よ
う
に
な
り
城
下
町
が
造
ら
れ

て
き
ま
し
た
。 

      

広
島
民
俗
学
会
理
事 
楪 

博
自
先
生
の
「
み

は
ら
み
て
あ
る
記
」
￤
町
名
考
＆
ふ
る
さ
と
歴

史
散
歩
￤
と
歴
史
民
俗
資
料
館
の
資
料
・
本
郷

町
史
等
を
参
考
文
献
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 

本
郷
地
名
由
来
学 

新
連
載
企
画 

 
 

 

昭和６年頃の農学校と町の全景

 
 

 

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

短
歌
大
会
作
品 

今
年
も
一
般
の
部
七
十
五
首
・
児
童
生
徒
の

部
三
千
五
百
五
十
九
首
の
応
募
が
あ
り
十
月

二
十
六
日
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。 

三

原

市

長

賞 

代
掻
き
の
一
日
を
終
え
て
帰
る
橋 

川
面
を
染
め
る
残
照
紅
し 

 

沼
田
二
丁
目 

 
 

 
 

山
重 

富
子 

ザ
バ
バ
ー
ン
と
イ
ル
カ
が
は
ね
る
水
し
ぶ
き 

体
に
あ
び
て
歓
声
あ
が
る 

 
 

 
 

 
 

 

幸
崎
小
学
校 

六
年 

 
 

桒
原 

彩
衣ぎ

ぬ 

三

原

市

議

会

議

長

賞 

池
の
面
の
落
葉
さ
ら
へ
る
舟
も
去
り 

樹
影
が
中
に
緋
鯉
浮
か
び
来 

 
 

 
 

 
 

糸
崎
一
丁
目 

 
 

 
 

徳
永 

進
一
郎 

認
知
症

進
む
祖
母
の
記
憶
か
ら 

消
え
ぬ
よ
う
に
と
ま
た
会
い
に
行
く 

 
 

 
 

三
原
高
等
学
校 

一
年 

 
 

 

西
村 

香
純 

三

原

市

教

育

委

員

会

賞 

友
よ
り
の
長
き
手
紙
に
書
か
れ
し
は 

父
母
の
介
護
の
三
年
の
日
々 

 
 

 
 

 
 

 

東
町
一
丁
目 

 
 

 
 

 

村
上 

召
三 

履
歴
書
に
志
望
理
由
を
書
い
て
い
く 

未
来
の
自
分
思
い
浮
か
べ
て 

 
 

 

総
合
技
術
高
等
学
校 

三
年 

 

中
廣 

涼
太 

 
 

沼田川からの 
新高山城 

ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
よ
う

 
 
 

三
原
の
歴
史 

(

２
回) 

 
 
 
 

 
 

 

 
新高山城から見た 

高山城 

今が旬 「佛通寺」 

 
 
 
 

高山城から見た 
新高山城 

昭
４
０
年
頃
の
葉
タ
バ
コ

乾
燥
工
場
、
現
在
本
郷

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

新高山城からの
沼田川 

 

 

 

 

 

 

 

 

小早川 隆景 
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